
























































































































































































































































































































































































































































































































































44 今 泉 容 子
ある。
ヴェイラが書いている内容は，はっきりと述べられてはいないが，推測する
ことができる。ジーザスをしきりに卑小化したがるヴュイラのことだ。彼女が
めざすのは，ジーザスをさしおいて彼女自身が神の座におさまるような世界に
書きかえること，そのような創世記を書くことである。
男や世界のうえに支配力をふるう「女の意志」。彼女の存在を問題視するの
は，ロスである。本論の22ページに引用したロスの言葉（「ああ，アルビオン
よ，きみはなぜ女の意志を生みだそうとするのか」）は，男が彼女の台頭をゆ
るすことが堕落のはじまりであり，ひとが神々しさを失う契機だと主張する。
アルビオンにおこった事態は，まさにロスが警告していることである。しかし
アルビオンは，ヴュイラのセクシュアルな魅力にあまりに心を奪われてしまっ
たので，彼女をますます増長させるばかりである。アルビオンがヴェイラとい
う女の意志を問題視しはじめないかぎり，人間として健全になることはない。
ロスは，そう主張する。
ひとが健全になるとき，女の意志は消えてなくなる。硬にはエマネイション
だけが存在する。こうした健全なひとは，ブレイクの作品のなかでどのような
人間関係を展開するのかを，つぎの機会に考察したい。また，女の意志に支配
されたひとには，どのような人間関係が待っているのかも明らかにしたい。
王 くわしい考察は，今泉容子「ブレイクの自己愛の詩」（『イギリス・ロマン派研究』
14号，16－24頁）参照。
2DavidV・Erdman，刀g㍑mよ花α才ed月gαゐe（GardenCity，NewYork：AnchorPress，
1974），p．65．
3GershomScholem，彪bああαgαゐ（Jerusalem，Israel：ⅩeterPublishingHouseJe－
r－ユSalemI」td．，1974），p．100．
一′lKat‡11eenRaine，月gαゐeα花d升αd誠0花（Princeton，NewJersey：PrincetonUnト
VerSityPress，1968），Vol．ⅠⅠ，p．211．
5『四ゾア』7紫354行，7葉381行，8紫55行，『ミルトン』20発38行など。
6Erdman，Jgg㍑m去花αねdβgαge，p・304．
